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要約：本研究は、学生の実習後の自己評価の正確性と学生が見出す課題の関係性について検討した。筆
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　本研究は、平成 27 年度教育実習（基本実習－附属幼稚園－）（以下、“基本実習”と記載する）終了 1
週間後、実習指導の授業において質問紙調査により行われた。
【調査対象】







































園あり、その 2 園に保育科 1 年生 217 名全員が、2 週間に渡って参加している。この状況を 1 クラスあ
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たり受け入れる実習生の人数で考えてみると、通常、実習で 1 クラスあたりの実習生が 1 名、多くても












はⅠ群：（0.79 点～ 1.17 点）（平均値：0.789）（53 人）、Ⅱ群：（1.18 点～ 1.66 点）（平均値：1.452）（55
人）、Ⅲ群：（1.67 点～ 1.98 点）（平均値：1.831）（56 人）、Ⅳ群：（1.99 点～ 3.24 点）（平均値：2.302）（53








































もの発達について）は 17 人、Ｃ：何らかの課題を見出している（遊びのレパートリー）は 14 人、Ｄ：
何らかの課題を見出している（実習に臨む態度や姿勢）は 5 人、Ｅ：何らかの課題を見出している（日
誌の書き方）は 3人、Ｆ：何らかの課題を見出している（指導技術について）は 10 人であった。
　Ⅱ群についてはＡ：具体的な課題を見出せていないは 7 人、Ｂ：何らかの課題を見出している（子ど








どもの発達について）は 7 人、Ｃ：何らかの課題を見出している（遊びのレパートリー）は 9 人、Ｄ：
何らかの課題を見出している（実習に臨む態度や姿勢）は 8 人、Ｅ：何らかの課題を見出している（日



















































1　この調査結果の詳細は日本保育学会第 68 回大会（2015 年）にて発表されている。
